
令和４年度 運営基本方針 

 広島県小学生バレーボール連盟 

 

１ 新型コロナウイルス感染防止対策に取り組みます。 

  大会や研修会、会議等の開催においては、参加者の健康と安全を第一に考え、新型コロナウイルスの

感染防止対策を徹底し、感染予防に努めます。なお、小学校が臨時休業等の措置をした場合や、行政機

関・関係団体からイベントの延期・中止や不要不急の外出自粛等の要請が出される状況下では、感染拡

大防止と参加者等の健康と安全を優先し、練習及び大会等の開催を中止いたします。 

 

 

 

２ 体罰・暴力・セクハラ等の不祥事の根絶に取り組みます。 

  体罰・暴力・セクハラ等については、絶対に許すことのできない行為であり、あらゆる機会をとらえ

て、すべての指導者に倫理規定の遵守を求めます。相応の事案が発生した場合には、該当者に対して厳

しいペナルティを科すこととします。 

３ 普及事業と強化事業の拡充に取り組みます。 

  小学生バレーボーラーや加盟チームの増加を目指すとともに、未経験者を対象とした事業やニーズ

に応じたカテゴリーを追加する等、底辺拡大を目的とした普及事業を積極的に推進していきます。ま

た、将来のトップアスリートの発掘や強化にも力を注いでいきます。 

４ ルールを遵守しフェアプレイを尊重する体制づくりに取り組みます。 

  ルールの理解と審判技術向上に努めるとともに、チーム関係者・保護者の協力を得て、相手チームや

審判員に対して敬意をはらうフェアプレイ精神の下、子供たちにとって充実した楽しい大会にしてい

きます。 

５ 広報活動の充実に取り組みます。 

  広島県小学生バレーボール連盟が主催・共催する大会やイベント、関連団体からの案内、諸手続きの

様式等をホームページに掲載します。また、チーム責任者には必要に応じて E メールで情報提供を行

います。 

６ 持続可能な組織体制づくりに取り組みます。 

  組織体制を維持・強化するため、各委員会の分掌内容の見直しや効率化、構成委員の強化を行うこと

によって、持続可能な組織体制づくりを始めます。 

昨年度は、三つの県大会を開催し、二つの県大会を中止しました。今年度は、社会情勢を踏まえ、

JVAガイドラインに準じながら、五つの大会の開催を目指します。 


